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2021  年度 事 業 報 告 書

1.事業の成果
2020年から広がってきた新型コロナウイルスは、2021年 4月 には変異株が主体となる第 4波の感染

拡大が続き、更に第 5波・第 6波へと感染が拡大し続けた。このため予定されていた各種事業の中止や

変更を余儀なくされたが、当法人の定款第 5条 (事業)に定める下記の各事業を行い、所定の成果をあげ

ることができた。

① 「2021仝国骨髄バンクボランティアの集い in東京」は、2021年 5月 29日 (土 )、 コロナ禍第 4波

の緊急事態宣言中のため、東京新橋のスタジオを起点としてWebで全国に配信された。パネルディスカ

ッション「継承される命 。こころ、真の緩和ケアとは～若い親が病気になるということ」を行った。実際

にがんで母親を亡くしたパネラーが出席し、切実な体験談報告と、重篤な病気である親を持つ子どもの

ケアを行う専門家の提言があり、大きな反響を呼んだ。160人以上の視聴があった。

②当法人の加盟団体と連携しての「医療講演会・患者相談会」実施を 2020年度に引き続き企画したが、
コロナ禍の影響により開催が困難な状況が続いた。その中で血液疾患を考える患者家族の会 「リボンの

会」 (福岡県)が 2021年 10月 30日 (土 )、 Webで 「2021『 リボンの会』医療講演会」を実施した。そ

の他、骨髄バンクを支援するやまがたの会も医療講演会を実施予定であったが、コロナ禍の影響を受け

て中止となった。

③白血病フリーダイヤルは緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置発令のため、活動を縮小して実施した。

開設回数 12回、受付相談件数 95件 相談員数 延べ 48人 (う ち医師 延べ 12人 )
またハンドブックに関しては、クラウドファンディング「白血病患者さんに移植費用を届けたい。きち子

基金継続にご協力を !」 において、支援者からのギフトとして 9医療機関に同書を 10セ ットずつ寄贈

し、患者さんのために有効に活用していただいた。

①経済的困難を抱える患者・家族に対する経済的支援を目的とした助成事業 (基金)については、「佐藤

きち子記念 造血細胞移植患者支援基金」では造血細胞移植患者への助成 18件 3,682,397円 、「志村大輔

基金」では高額な分子標的薬治療への助成 85件 4,350,000円 、男性患者の妊夕性温存への助成 10件

257,988円、「こうのとリマリーン基金」では女性患者の妊手性温存への助成 5件、222,010円 の実績と

なった。

⑤ 「ドナー登録手続きのオンライン化、HIA型検査にスワブ採取法の早期導入による若年層を中心とし

た安定的なドナー登録体制の実現」、「コーディネー トの説明と同意の際における Web会議方式の採用、

確認検査にスワブ採取法の導入、主治医・移植病院、骨髄バンク、コーディネーター、採取病院などの関

係者間のオンライン化などによるコーディネー ト迅速化の実現」につき厚生労働省、骨髄・さい帯血バン

ク議員連盟、公益財団法人日本骨髄バンク、日本赤十字社に対して要望書を提出した結果、2021年夏か

ら特別調査研究班が設置され、「ドナー登録オンライン化」のためのシステム改善、スワブ検査導入の検

討が開始され、「適合 ドナー候補者への最初の電話連絡で、移植日程を知らせる方式に変更」等が実現し
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⑥当法人が要望してきた小児・AYA世代のがん患者さん等の妊手性温存費用の公的助成については、2021

年 4月 1日 から国の事業として、「小児・AYA世代のがん患者等の妊乖性温存療法研究促進事業」での助

成が始まり、2022年 3月 末では46都道府県で運営されている。

⑦2022年 5月 12日 (木)～ 14日 (土)の 3日 間に開催される日本造血・免疫細胞療法学会のポスター

発表に応募し、「コロナ禍での造血細胞移植患者の経済状況調査の必要性」が採用された。

③「佐藤きち子記念 造血細胞移植患者支援基金」の資金枯渇の危機に際し、2021年 11月 には白血病患

者支援事業から500万円の繰入を実施。更に 2022年 2月 14日 (月 )～ 3月 31日 (木)にかけてクラ

ウドファンディングで広く社会に寄付を呼び掛けた結果、10,101,232円 もの善意の寄付が集まり、安定

的運営の見通しが立った。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【28,025】 千円)
定款に記載
された
事業名

事業内容 同時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

11)国 ・地方公
共団体・公益
財団法人 日本
骨髄バンク・
日本赤十字社
(以下 「関係
機関」と総称 )
が行 う骨髄バ
ンク事業支援

(2)全 国各地の
ボランテ ィア
と連携 して行
う普及啓発、
及び調査研究
事業

。2021全国ボランティア
の集い in東京の開催
・機関紙「全国協議会ニュ
ース |の発行
・ホームページ等での情
報提供
・関係機関の啓発ツール
作成支援
・各地でのイベン ト等で
の啓発キャンペーン、
患者の遺作巡回展によ
る啓発活動
普及啓発グッズ等の普
及頒布

通年

全国各地

東京

事務所

600人

患 者 ・ 家

族、一般市

民、ドナー

登 録 希 望

者、ドナー

登録者、ボ

ラ ン テ ィ

ア

25,000
I
ノヽ

7,000
千円

(41血液疾患等
の患者 とその
家族に対する
闘病支援事業
並びに患者及
び骨髄 ドナー
の人権擁護を
求める事業

(5)関係機関・
医療関係者等
に対 して骨髄
バンク事業の
充実及び血液
疾患医療体制
の充実を求め
る事業

無料電話相談「白血病フ
リーダイヤル」の運営
経済的困難を抱える血
液難病患者を支援する
3つ の基金の運営 (佐
藤 きち子記念 造血細
胞移植患者支援基金、
志村大輔基金、こうの
とリマリーン基金 )
ハン ドブック「白血病 と
言われたら」のホーム
ページでの無料ダウン
ロー ド・頒布
オンラインによる ドナ
ー登録方法導入、スワ
ブ検体採取法導入等の
要望活動
ドナー登録希望者・登録

蒙ずil子
の家族からの相

通年

全国各地

東京

事務所

500人

患 者 ・ 家

族、一般市

民、ドナー

登 録 希 望

者、ドナー

登録者

2,500人 15,000
千円



16)関係機関・
民間事業等に
対 して骨髄 ド
ナー休暇制度
や ドナー助成
制度等、提供
しやすい環境
整備を求める
事業

・ドナー休暇制度、ドナー
助成制度の導入促進の
活動

通年

全国各地

東京

事務所

100人

ドナ ー 登

録希望者・

登 録 者 と

その家族、
―般市民

300人 500千円

(2)仝 国各地で
骨髄バンク事
業等の推進活
動を行ってい
るボランティ
ア団体 と連携
して行 う普及
啓発事業及び
調査研究事業

14)血液疾患等
の患者とその
家族に対する
支援事業、患
者・ ドナーの
人権擁護を求
める事業

・各地団体との情報交換
及 び連携 を深 め るた
め、仝国 3地区でのブ
ロ ックセ ミナー 開催
(中四国地区・東海北
陸地区 。関東甲信越地
区)
。日本造血・免疫細胞療法
学会 そ の他 の学会参
加、各団体への資料提
供、情報共有、連携推進
の支援活動

20224三

2月 、3月

全国各地

東京

事務所

100人

患 者・ 家

族、 一般市
民、ボラン

テイア

500人 500千円

仝体共通費用

特定
にあ
所家
信費
費等

非営利活動を行 う
たり、必要な事務
賃、水道光熱費、通
、交通宿泊費、事務

通年
東京

事務所

5,025
千円

(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)
足款 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

未実施
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2021年 度

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業がない場合 )
壺農上豊玉1五皿基人__全国壼」壼△22」盤菫壼笙協壺会

1.817.967

■取補助

')

1.860,000

2.328.000

8.074.183

12.653.110

196.980

123

21.'00

各地負担全

受取■10.

雑収入

〔l_会 ,1,収 会費
質助 ,11.●●会費

`tグ
′ズー ンヽドブック販売

1

2

10.005. 193

1.159.103

0

2.186.436
198.071
10.9,9

役員報酬

給料 手
｀|(通勤交通費合0)

法定福利彙

福利厚
′L賽

通信貪
水道光熱費
交通費宿泊費
消耗II,費
委託贅
事務安
修絡費
地代家贅
保険料
慶弔費
支払手数料
管理諸贅

総ヽ ■`|(通勤交通費含む)
法定福利彙

201.908
99,615
48.9?4

6.138
220.000
141.791
3.850

572.000
(15.830

21,728
3.955
72,576

2,913.253
8.512.395
708.215

810.367
775.600
79.150

1.484.305
300
7.020

10.000
314.703

150.725
0

2.288.000
517.812

11.381

2.022.896

朗首相卸残高

息者支援金

印刷貪

「「事費

各地助成金

交通信泊費

通信費

製作貪

会議貪

議会,
水道光熱費

委託・ 支払手数料
広告宣伝費

地代家賃

事務,
雑貪

期末棚卸残 高

A B

■.lil,人

C D -144 000
ケ

11
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2021年 度 貸借対照表
事 業 報 告 用

生定書」営壺L舌動二人__全」国且』迫
`主
42拠奎雲」壼」島壷会

′

A

1

(現金預金 )

郵便振替 口座

普通預金

(売上債権 )
未収金

(棚卸資産 )

切手

貯蔵品

記念品

(そ の他流動資産 )

前払費用

仮払金

l13,838,149
101,066,389
12,771,760

104,720
104,720

2,062,508
27,612
2,022,896
12,000

832,112
96,602
735,510

11 837
2

1 形

(2
ソフ トウェア

借地権

(3) その の

イ11111`ヽ 1,600,000

【A】 資 ①+② 118.437.491産 合 計

2

+

1

2 427 7

B-1

未払金

前受金

預 り金

借受金

695,518
821,754
175,011
735,510

長期借入金

退職給付引当金

B-2

【B-1】 +【 B-2】【B】 118.437.491

|ヽ (,1■ ).T「 |,当 正味財産

前期繰越正味財産額 122, 100,148

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計



式 16号 (法 28

2021年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 による。

(1)棚 卸資産の評価基準及び評価方法
普及啓発用グッズについては、最終仕入原価法を採用。

(2)固 定資産の減価償却の方法
有形固定資産については、定額法による間接法を採用。

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金
該当しない。 (積み立てしていない。但し、中小企業退職金共済に加入)

(・ )施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当しない。

(5,消 費税等の会計処理
税込経理処理による。

事業別損益の状況
別紙2021年度収支計算書を参照。

施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
特に無し。

使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通り。
当法人の正味財産合計は116,009,698円 だが、そのうち84,072,970円 は、下記のように使途が特定されている。
したがって使途が制約されていない正味財産は31,936,728円 となる。

※本事業報告書の会計資料には各基金への繰入金は含まれていない。

佐藤きち子息者支援基金には、上記の他に自血病患者支援事業より500万円の繰り入れがあったため、

同基金の実際の当期増加額は5,905,933円 であり、期末残高は5,617,819円 となる。また、3基金合計の

当期増加額は6,056,658円 、期末残高は84,072,970円 となる。詳細は添付の2021年度収支計算書を参照。

5.固定資産の増減内訳

，

一

つ
０

4

円

期首残高 当期増加額 期末残高 備 考

1 佐藤きち子患者支援基金 5,330,204 905,933 5,618,318 617,819 翌期に使用予定の患者支援事業の資金

2志村大輔基金 74,519,533 38,927 6,531,861 68,026,599 翌期に使用予定の患者支援事業の資金

111,798 796,420 10,428,552 翌期に使用予定の患者支援事業の資金

合計 90,962,911 1,056,658 12,946,599 79,072,970

減少 期末帳簿価額科 目 期首取得価額 取得

1,600,0001,600,000

1,600,002 1,600,002

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

計
′、

E_三 ■の型 ェリニ∠墨全1_11,■1■」重4

内容 L当」m理型目

投資その他の資産
保証金

画天再諭顧



6.借入金の増減内訳
対外的な借入金はない。

7.役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引はない。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要
な事項

事業費と管理費の配分方法

◎経常費用の配分は、事業費80%、 管理費20%と して計上。特定できる費用はそれぞれ、事業費、管理費に計上。

◎共通経費 (人件費、家賃、事務費等)は、事業毎 (白血病患者支援事業・患者闘病支援事業)の事業規模を参考に
配分。配分比率は白血病患者支援事業 77%、 患者闘病支援事業 23%。
その他の事業に係る資産の状況
その他の事業は行っていない。



書式第 17号 (法第 28条関係)

2021年 度 財産目録
事 業 報 告 用

生定理当:五整嘘去 _全旦畳饂
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現金
i∫
li7書曇言番馨妻菫基金態蓄i畢事奎‐リーン基金
普
曽掃農患者支援事業

113.838,149
0

17,728,929
5,381,972
67,780,275
10,175,213

12,771,760

未収金
自血病患者支援事業

104,720
104,720

棚卸資産
切手
白血病患者支援事業
貯蔵品
自血病患者支援事業
記念品
自血病患者支援事業

2,062,508

27,612

2,022,896

12,000

その他流動資産
前払費用
自血病患者支援事業

96.602
96,602

仮払金
佐藤きち子患者支援基金
志村大輔基金
こうのとリマリーン基金

735,510
235,847
246,324‐

258,339

1 6

1

什器備品

什器備品 2

2) その の

保証金

保証金

1,600,000
l,600,000

【A】 責 産 合 計 ①+② 118.437.491

-1

695,518
695,518

821.754
821,754

175,()11

175,011

735,510
735,510

未払金
2022年 3月 分給与

前受金
前受金

預 り金

預 り金

借受金

借受金

長期借入金

退職給付引当金

【:

【B-1】 負 2.427 7933+④債 合 計

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 116.009.698

負債合



2021年 度全国骨饉バンク推進連絡協議会 収支計算書 (2021年 4月 1日 ～2022年 3月 31日 )

白血病慮著支援事業
i田病 :

本年度決算薇
本年度予算額

佐藤あ 子患書支燿基金① 志村大輔基金0 患者口病支援事業合
3(C"②ⅢЭ)

;|

】ヽ

員々 )

書

令 15000C
181'96'

16000
120

、金 5.000.00C

計 25895735 590( ,900 11,.798 6.056.658 01.952.090 04.133.'00 986“

L_______笙pl笙p』―各奎饉入金を含まない
支出【事業資】

,あ 2910253
(事 彙 )

'.717.632

2287.511 10α05193 03(X〕 OX 110,ヽ

■(3■ ) 145907 145937 43.773 ●010.000
金 851ヽ

金
'76.600|■ 79.450 3∞ ∞0

(事 実 ) 490,6 16.61' 1.4500α]

(事 実 )

(事 業 .

■(=案 ,
委託・支 ム手数料 :50.725

● 1∞.∞0
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書式第 18号 (法第 28条関係 )

2021年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事来年度における報酬の有無を記

"し
た名簿)

特定非営利活動法人 全 国 髄バンク推進連絡協議会

1 確認事項 (法第 20条及び第 2¬ 条を確認の上、チェックを入れてください。)

Z以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
Z各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

事 業 報 告 用

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

氏    名

報酬 を受けた期間

(該当者のみに記入)

l
・P11'

7i rl-f r:

菅 早苗

2021年 4月 1日

2022年 3月 31日

年

年

月    日

II 日

2 ・
11.1:

ウメダ ンヨウゾウ

梅田 正造

2021年 4月 1日

2022年 3月 31日

年   月 日

日年

'I

3 ・ .|・

ワカギ アラタ

若木 換

2021年 4月 1日 年

年

月

月

日

目

4 監」11
ムラカミ タダオ

村上 忠雄

2021年 4月 1日

2022年 3月 31日

年  月  日

年   月   日

:) 監
.11:

ハタケヤマ シゲフサ

畠山 茂房

2021年 7月 1日

2022年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

6 ・監事

タナカ シゲカツ

田中 重勝

年   月 目

日年 ||

了
・ 1li l'

キタオ リ ケンジロウ

1ヒす
'テ

健次郎

2021年 4月 1日

2022年 3月 31日

年 月

月

日

曰年

8 ・
=千

:1'

マムラ ショウイチ
ロ ウ

山村 詔一郎

年 月

月

日

日年

9 ・監事

アサノ ユウコ

浅野 祐子

2021年 4月 1日

2022年 (〕 月31日

年   月 日

曰年 月

10 ・監事

f'"rr 7+Y

山口 明大

2021年 4月 1日 年  月  日

年  月  日

前事業年度内の

就任期間

～       |
20221「 3月 31日

|

|

1/´ヽ

卜理ヲ
し021年 4月 1日    |
|       ～       |

1   2022年
3月 31日

|

b021年 4月 1日

1    2022角
F3月 31日

ロ

|

2022自「 3月 31F:|



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

11 ・監事

タテノ モリオ 1年 7月 1日

館野 守男 2022年 3月 31日

年

年

月    日

月   日

12 ・監事

2'v I-', マサキ 1年 7月 1日

服部 真樹 2022年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

13 ・監事

イ トカズ ミチ コ 1年 7月 1日

糸数 美智 子 2022年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

14 ・監事
ヤマザキ ユウイチ 1年 7月 1日

山崎 裕一 2022年 3月 31日

iF 月

月

日

日年

ク ロベ コウジ 1年 7月 1日

黒部 光司 2022年 3月 31日

年 月

月

日

日11

16 理事 o
チラク クニ ヒコ 1年 4月 1日

一葉 邦彦 2022年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

|

|

151理事(∋



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

氏    名

1

北海道骨髄バンク推進協会
理事長 竹内 巌

2

苫小牧骨髄バンク推進会
会長 矢嶋 翼

3

函館骨髄バンク推進協議会
理事長 後藤 嘩

4

青森県骨髄バンク推進協議会

代表 根井 力夫

5

秋田県骨髄提供者を募る会
会長 三浦 亮

6

骨髄バンクを支援する宮城 I・ 0・ K
代表 大友 文司

骨髄バンクを支援するやまがたの会
会長 小野寺 南波子

8

福島県骨髄バンク推進連絡協議会

会長 岩城 7T子

9

骨髄バンク命のアサガオにいがた
会長 丹後まみこ

10

群馬県骨髄バンク推進連絡協議会
会長  細野 好司

11

埼玉骨髄バンク推進連絡会
会長 笠原 慶一

12

千葉骨髄バンク推進連絡会
会長 梅田 正造

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

7



13

骨髄バンクを支援する東京の会
代表 三瓶 和義

14

骨髄バンクを支える友の会
代表 渡辺 一史

15

神奈川骨髄移植を考える会
会長 村上 忠雄

16

山梨県骨髄バンクを
会長 高遠 勲

する会

17

骨髄バンク長野 ひまわりの会
代表 笠原 千夏子

18

特定非営利活動法人

あいち骨髄バンクを支援する会

理事岳 」ヒ析 律次郎

19

岐阜骨髄献血希望者を募る会
代表 田中 重勝

20

富山県骨髄バンクを広める会
代表 品川 保弘

21

いしかわ骨髄バンク推進・はとの会
代表 樫見 昭夫

22

二重県骨髄バンク推進連絡協議会
(勇気の会)
会長 南 信行

23

京都骨髄 ドナーを募る会
会長 加九 郁代

24

なら骨髄バンクの会
会長 井上 清孝

25

姫路地区骨髄バンク推進センター

代表 延原 順子

26

神戸骨髄献血の和を広げる会
代表 伴 智代

27

骨髄バンクを支援する山口の会
会長 猶 克実

28

とくしま骨髄バンクを支援する会
代表世話人 池田 良一

29

血液疾患を考える患者家族の会
「リボンの会」
代表 宮地 里江

30

NPO法 人福岡子どもホスピスプロジェク
理事長 漬田 裕子



31

佐賀県骨髄バンク推進連絡会議
代表 森  修

32

みやざき骨髄バンク推進連絡会議
代表 中村 福代

33

かごしま骨髄バンク推進連絡会議

代表 向原 祥隆

34

沖縄県骨髄バンクを支援する会
代表 上江洲富夫


